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１【提出理由】

平成27年６月26日の定時株主総会において、決議事項が決議されましたので、金融商品取引法第24条の５第４項お

よび企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定に基づき、本報告書を提出するものでありま

す。

 

２【報告内容】

(1) 株主総会が開催された年月日

平成27年６月26日

 

(2) 決議事項の内容

第１号議案 剰余金の処分の件

イ 期末配当に関する事項

① 株主に対する配当財産の割当てに関する事項およびその総額

　　当行普通株式１株につき金２円50銭 　総額135,829,723円

② 剰余金の配当が効力を生じる日

　　平成27年６月29日

ロ その他の剰余金の処分に関する事項

① 増加する剰余金の項目およびその額

  別途積立金　　　　　　　1,000,000,000円

② 減少する剰余金の項目およびその額

  繰越利益剰余金　　　　　1,000,000,000円

 
第２号議案 株式併合の件

イ 併合する株式の種類

普通株式

ロ 併合の割合

当行普通株式について、10株を１株の割合で併合

なお、株式併合の結果、１株に満たない端数が生じた場合には、会社法の定めに基づき、一括して処分し、

その処分代金を端数が生じた株主様に対して、端数の割合に応じて分配する。

ハ 株式併合の効力発生日

平成27年10月１日

二 株式併合の効力発生日における発行可能株式総数

1,200万株

 
第３号議案 定款一部変更の件

イ インターネットの普及を考慮し、また周知性の向上および手続きの合理化を図るため、公告方法を電子公告

に変更し、併せてやむを得ない事由によって電子公告による公告をすることができない場合の公告方法を定

める。

ロ 現状、資本政策として優先株式を発行する予定がないため、株式併合に併せ、優先株式に関する規定を削除

する。

ハ 株式併合の割合に合わせて発行可能株式総数を減少させるとともに、単元株式数を現在の1,000株から100株

に変更する。

ニ 平成27年５月１日施行の「会社法の一部を改正する法律」により、責任限定契約を締結できる会社役員の範

囲が変更されたため、新たに責任限定契約を締結できることとなる業務執行を行わない取締役および社外監

査役でない監査役についても、その期待される役割を十分に発揮できるように、規定を変更する。
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第４号議案 取締役９名選任の件

取締役として、齊藤栄吉、五十嵐郁夫、岡部一浩、橋本広典、森永利宏、塩谷信也、恒田克、折谷吉治、大村

啓三を選任する。

 

 

(3) 決議事項に対する賛成、反対および棄権の意思の表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決されるための要件

並びに当該決議の結果

 

決議事項
賛成数
(個)

反対数
(個)

棄権数
(個)

可決要件
決議の結果および
賛成割合(％)

第１号議案
剰余金の処分の件

37,006 2,537 ― (注)１ 可決 86.4

第２号議案
株式併合の件

39,504 39 ― (注)２ 可決 92.2

第３号議案
定款一部変更の件

39,502 41 ― (注)２ 可決 92.2

第４号議案
取締役９名選任の件

   

(注)３

  

　齊藤　栄吉 36,980 2,563 ― 可決 86.3

　五十嵐郁夫 39,491 52 ― 可決 92.2

　岡部　一浩 39,491 52 ― 可決 92.2

　橋本　広典 39,491 52 ― 可決 92.2

　森永　利宏 39,491 52 ― 可決 92.2

　塩谷　信也 39,491 52 ― 可決 92.2

　恒田　克 39,490 53 ― 可決 92.2

　折谷　吉治 39,482 61 ― 可決 92.2

　大村　啓三 36,982 2,561 ― 可決 86.3
 

(注) １．出席した株主の議決権の過半数の賛成による。

２．議決権行使をすることができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、出席した当該株主の議

決権の３分の２以上の賛成による。

３．議決権行使をすることができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、出席した当該株主の議

決権の過半数の賛成による。

 

(4) 株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由

本総会前日までの事前行使分および当日出席の一部の株主から各議案の賛否に関して確認できたものを合計した

ことにより各議案の可決要件を満たし、会社法上適法に決議が成立したため、本総会当日出席の株主のうち、賛

成、反対および棄権の確認ができていない議決権数は加算しておりません。
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